
北陸圏広域地方計画 計画原案 概要版（対象区域：富山県、石川県、福井県）

太 平 洋 側 の 国 土 軸

日本海側・太平洋側
二面活用による連携

被災地の
創造的復興

交流･関係
人口の拡大

多様性のある
持続可能な地域

2050年の北陸圏(将来像) イメージ

日 本 海 側 の 国 土 軸

環日本海側の
ゲートウェイ

現状・課題

※本資料は、北陸圏広域地方計画協議会及び北陸圏広域地方計画有識者懇談会における議論等を踏まえ、2026年（令和８年）５月時点での検討状況を整理したもの。

産業等の強みの客観的な把握
・北陸圏は、産業別修正特化係数(生産額ベース)(データ①)をみると、「電子部品・デバイス」産業等に強みを有している。
・また、北陸圏は北陸新幹線の開業も踏まえ、三大都市圏とのアクセス性に優れていることや豊富な水資源を有すること
(データ②)などの強みを有している。

(※1)環境省、（株）価値総合研究所「地域経済循環分析（2022年版Ver.9.1）」より作成。産業別修正特化係数（生産額ベース）とは、圏域内の産業別
生産額構成比を全国平均と比較し、貿易を考慮した係数であり、同係数が１を超える産業は全国平均よりも強みのある産業（集積している産業）である。

(※2)気象庁「気象統計情報」を基に、過去10年間データ（2015～2024年の10年平均値）より作成。

<データ①:産業別修正特化係数(生産額ベース)※1>
（括弧内は生産額）

<データ②:県庁所在地(気象台)の年間降水量TOP10※2>

１．震災復興と自然災害への対応
・令和６年能登半島地震からの復旧・復興や激甚化・頻発化する自然災害等への対応

２．多様なニーズに応じた暮らし方・働き方のできる生活環境・雇用環境の形成
・若者の人口流出への対応や多様な価値観を受容する社会の形成

３．多様で個性ある地域の持続的発展
・集約型都市構造への転換と半島や中山間地域等での過疎化の進行への対応

４．自然環境との調和
・美しく豊かな自然環境等の保全や脱炭素社会に向けた対応

５．地理的優位性を生かした産業の強化
・地理的優位性や特徴あるものづくり産業の集積を生かした競争力強化
・農林水産業の魅力向上による産業の強化と担い手確保

６．太平洋側の災害リスクの高まりに伴う本社機能移転等への積極的な対応
・大規模災害における我が国の経済活動の持続性の確保

７．圏域外の人との多様な関係構築と新しい交流圏の形成
・観光需要の回復・高まりへの対応と交通ネットワークの更なる強化
・関係人口の拡大や新しい交流圏の形成

■ 北陸圏の転入超過数（2024年）■ 能登半島地震による被災

北陸圏での魅力ある暮らしの実現
生活環境・雇用環境の充実と安全・安心かつ環境と調和した地域づくり

目標１

競争力のある産業の育成
競争力と魅力がある産業の形成や新たな需要を取り込む地域産業の活性化

目標2

日本海側の中枢圏域の形成
北陸圏の社会経済活動を支える信頼性の高いネットワークの形成

目標3

交流･関係人口の創出
北陸の魅力を生かした国内外との交流・関係の創出

目標4

将来像・目標

１.安全・安心な地域づくりPJ

（事業例）
・能越自動車道、国道249号沿岸部等の道路ネットワークの災
害復旧、令和６年（2024年）奥能登豪雨による河川の災
害復旧、港湾の防波堤改良や空港などの老朽化対策 など

震災等からの創造的復興
による魅力ある暮らしの実
現及び防災・減災、国土
強靱化の一層の強化やイン
フラメンテナンスの戦略的・
計画的な推進

2.多様性と包摂性のある地域づくりPJ
震災等からの創造的復興によ
る暮らしと住まいの再建や北陸
圏の充実した子育て環境・居
住環境などを生かした多様な価
値観に応じた暮らし方・働き方
が選択できる地域づくりを推進

3.デジタルを活用した地域生活圏形成PJ
北陸新幹線で接続される連接型都
市圏を軸として、地域公共交通ネット
ワークへの「リ・デザイン」等により、都
市の利便性や農山漁村のゆとりを享
受できる地域生活圏の形成を推進

4.北陸圏グリーン化PJ
立山･黒部及び白山等の自然環境の保全及び北
陸圏の豊かな水資源を活用した水力発電などの
再生可能エネルギーの導入による脱炭素化を推進

5.活力ある農林水産業形成PJ

7.産業誘致PJ
太平洋側のバックアップ機
能の確保及び三大都市
圏と等距離にある地理的
優位性を生かして、電子
デバイス街道の形成など、
競争力のある産業を育成

9.個性豊かな観光地域づくりPJ
震災等からの創造的復興に
よる持続可能な観光地域づ
くり及び北陸新幹線の開業
効果を北陸圏全域に波及さ
せるため、国内外観光客の
受入環境の整備等を推進

10.新たな交流圏形成PJ
北陸新幹線の延伸、リニ
ア中央新幹線開業などの
交通ネットワーク拡充を
生かし、新しい交流圏の
形成を図り、観光需要の
拡大を促進

11.関係人口拡大PJ
北陸圏の農山漁村の
暮らし文化及び雪国文
化等の地域の魅力を生
かして、二地域居住等
による関係人口の拡大
に向けた環境形成及び
人材育成を推進

12.隣接圏域等との連携促進PJ
北陸圏と等距離にある三
大都市圏（中部圏、近畿
圏、首都圏）のほか、日本
海側沿岸地域として隣接
する東北圏など、広域圏相
互で連携した取組を推進

13.震災からの創造的復興PJ
震災等からの創造的復興
を実現するために、必要な
横断的な広域連携プロ
ジェクトとして、暮らし、産
業、交流など多様な取組
を推進

震災等からの創造的復興による農林水産業の持続
的な発展に向けた農山漁村の活性化、コメ・日本酒
等の「北陸ブランド」の魅力を生かした産業の活性化

伏木富山港港湾脱炭素化推進計画
（富山県富山市・射水市・高岡市）

農薬散布用ドローン導入（福井県越前町）
出典.スマート農業導入事例(北陸農政局HP)

革新複合材料研究開発センター
（石川県白山市）

写真提供：金沢工業大学

※高規格道路ネットワーク図については令和８年４月７日時点の情報。また、首都圏、
中部圏、近畿圏については、一部の路線を図示していない。

※本地図は我が国の領土を網羅的に記したものではない。

8.日本海側の中枢圏域形成PJ

広域連携プロジェクト

（事業例）
・神通川自然再生事業、希少野生動植物の保護対策事業
の推進、カーボンニュートラルポートの形成 など

（事業例）
・伏木富山港、七尾港、金沢港の国際物流ターミナルの整備、企業誘致の受入環境の整備
など

（事業例）
・舞鶴若狭自動車道、富山高山連絡道路、金沢能登連絡道路
(のと里山海道)等の整備、クルーズ船の大型化に対応した港湾
の強化 など

（事業例）
・ふく育応援事業、明るい長寿社会づくり推進事業、多様な人材
確保・育成支援事業、ワークライフバランス企業の表彰 など

（事業例）
・農地中間管理事業、食のとやまブランド推進事業の推進、いし
かわ農村ボランティア、地理的表示保護制度の活用 など

（事業例）
・能越自動車道、中部縦貫自動車道、富山高山連絡道路等の道路
ネットワークの整備、敦賀港複合一貫輸送ターミナルの整備 など

（事業例）
・富山外郭環状道路、金沢外環状道路、福井港丸岡インター連絡道路等の整備、
自家用車を活用した地域の助け合いによる日本版及び公共ライドシェアの運行 など

（事業例）
・金沢城公園の復元整備、若狭湾サイクリングルートの整備、世界文
化遺産登録に向けた取組、手ぶら観光（手ぶら観光カウンター）の
推進 など

（事業例）
・東海北陸自動車道、富山高山連絡道路等の整備、日本海にぎわ
い・交流海道ネットワークの創出、ドクターヘリ相互応援の運航 など

（事業例）
・能越自動車道、金沢能登連絡道路（のと里山海道）及び国道249
号沿岸部等の道路ネットワークの災害復旧、宅地の液状化対策 など

（事業例）
・二地域居住モデル構築検討の推進、サテライトキャンパスの
設置、とやま農村Life推進事業 など

6.競争力と魅力ある地域産業形成PJ
震災等からの創造的復興による伝統工芸産業等の
事業再建・継承及び北陸圏の優れた人材の育成・定
着に向けた魅力的な就業機会を増やす取組を推進
（事業例）
・炭素繊維革新的研究開発促進事業の推進、中部
地域の半導体産業を担う人材の育成・確保 など

中部地域の半導体産業を担う人材の育成・確保
出典.中部地域半導体人材育成プログラム（中部経済産業局）
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転出が多い

データ.住民基本台帳人口移動報告2024年（総務省）

国道249号の被災状況（輪島市）

■ 三大都市圏と等距離にあり
環日本海諸国と対面する地理的優位性

【将来像】
住み心地・居心地よく、
多彩な魅力を生かして

躍動する北陸

出典.わかさいくるHP（福井県）

河原田川河川護岸の本復旧
（石川県輪島市）

敦賀港複合一貫輸送ターミナル整備事業（福井県敦賀市）

出典.NPOグリーンツーリズムとやまHP
とやま農村Life推進事業（富山県）

金沢港クルーズターミナル（石川県金沢市）

パワー半導体工場の新設（石川県能美市）
共助型公共交通（富山県朝日町）

出典.デジ田メニューブック（内閣官房HP）

若狭湾サイクリングルート（福井県）

国道249号沿岸部の応急復旧（石川県輪島市）

ふく育タクシー（福井県）
出典.子育てサポートタクシー（福井県）

富山高山連絡道路（猪谷楡原道路）

日本海側の港湾の連携及び
ゲートウェイ機能の充実に向
けた環日本海ネットワークの
形成及び日本海側と太平洋
側の二面を効果的に活用し
た国土構造の構築を推進

出典.加賀東芝エレクトロニクスHP

高規格道路（供用中）
高規格道路（事業中）
高規格道路（調査中）
既設新幹線
整備計画路線（開業区間）
整備計画路線（建設中区間）
整備計画路線（未着工区間）
リニア中央新幹線（建設中区間）
リニア中央新幹線（未着工区間）
基本計画路線
ミニ新幹線

拠点空港
地方管理空港
その他の空港
国際戦略港湾
国際拠点港湾
重要港湾
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電子部品・デバイス(1.2兆円)

繊維製品(0.4兆円)

はん用機械等(1.7兆円)

非鉄金属(0.8兆円)

パルプ・紙・紙加工品(0.3兆円)

全国平均=１

北陸圏域は屈指の多雨地域
で豊富な水源を有する


